


































































































































1946（昭和 21）年 11 月 15 日でした。新生愛知大
学は、敗戦により廃校となって上海から引き揚げて
  部 学  
人種 文政学部 理農学部 医学部 合計 
台湾人 45（14%） 37（11%） 79（45%） 161（19%） 
日本人 277（86%） 303（89%） 97（55%） 677（81%） 











































































































































































出身地 生年月日 学  歴 備 考 
   1947.1～3 大分県 1928.1.1 台北三中→台北帝大予科在学→ 1950.3 経済卒 
 広島市 1925.10.21 台南一中→台北帝大予科在学→ 1950.3 学部卒 
 岐阜県 1925.6.1 台北一中→台北帝大予科在学→   
 1947.1～48.3 長崎市 1926.3.31 瓊浦中→台北帝大予科１年修了→ 1951.3 経済卒 
 長崎→福岡 1927.10.1 台北四中→台北帝大予科在学→   




 静岡県 1926.7.28 嘉義中→台北帝大予科在学→ 1951.3 経済卒 
 鹿児島県 1925.7.23 ？→台北帝大予科在学→ 1951.3 経済卒 










































   この論題は「愛知大学の前史」と、発表者の佃さん
もはっきりとおっしゃっていました。 
    私は歴史研究者ではなくて、あくまで文学の研究
者ですので、今日は読者として、この感想を述べ
たいと思います。 
























































    皆さん、ご清聴ありがとうございました。 
 
藤田 どうもありがとうございました。時間がたちま
したけども、最低お一人どなたかおられましたらお
願いします。では、はい。簡単にどうぞ。 
発言者 ありがとうございます。私が質問したいこと
は愛知大学ではなく、愛知県全体がそうですが、
山下ヤスオ先生が書かれた台北帝大論では、愛
知大学ができて、そのあと名古屋大学ができ、うち
の中京大では、満鉄調査部出の方とか、朝鮮で裁
判所をやってた方とかがいて、中国語やロシア語
を充実させなければならないというので、先代の理
事長というのが、中国との関係を充実させるために、
呼んだわけですが、それではなぜ愛知県に、そん
なにたくさん引揚者が集まっていたのかってことな
んですけど、私はやっぱり愛知県全体の、軍需産
業から民需への転換というのが背景にあったと思
います。 
つまり、（隣県の）四日市には海軍の燃料所があ
りましたし、豊橋にも海軍の基地がありました。また、
愛知万博をやった「海上（かいしょ）の森」は、陸軍
の演習場だったんですよ。豊橋には第十五師団が
ありましたし、愛知県に重化学工業、しかも陸軍中
心の重化学工業があったのが、民需に転換する。
そのために愛知用水を引きますし、また豊田って
いう、軍用車を造っていた会社は、民需のトヨタ自
動車会社になりますし、そういう大きな、軍需から
民需への流れという背景の中で、学生さんたちも
来るとすれば、職がなければならないのですから、
当然どういう職業に就くために、こちらの大学に来
るのか。まあ、先生に連れられてきたかもしれませ
んが、そういった流れの中で、愛知大学だけでは
なくて、愛知県全体がそういう植民地大学の先生
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や学生を引き受けたと思うんですが。 
佃 はい、どうもありがとうございます。軍から民へ
ということなんですが、まさしく愛知大学は陸軍の
学校だったところにできた大学でありまして、私も
それなりに追究してきたところですが、それでまた
海外からの引揚者受入れという面からも考察すると
いうことは、今回新しい発見となりました。先ほどの
黄先生のアドバイスも生かしながら、追究していき
たいと存じます。 
黄先生には愛知大学と私の発表に対しまして、
おほめの言葉を下さいまして、本当にありがとうご
ざいました。 
藤田 はい、ありがとうございました。参考までに言
いますと愛知大学は、台北帝大や京城帝大からも
ありましたものの、学生諸君の動きを見ますと、もち
ろん東亜同文書院からの在学者が一番多かった
ですが、また外地からの引揚げ元は約 80 校に及
びまして、まさに“引揚総合大学”のような形で、書
院を中心にしてできました。 
また、先ほどの（質問者の）浅井先生のお話です
が、愛知県が復興してくるのは昭和 25（1950）年以
降で、朝鮮動乱が起きてからですから、まだそれま
でには時間があったのですね。とくに 80 校愛知大
学に入ってこられたというのは、最初の１年間はど
この大学にも入れたのですが、混乱してしまいまし
た。そこで文部省が「外地から来る方々は愛知大
へ」という誘導政策を当時とったのですね。そういう
ことも背景にあるのではないかと思います。 
午前中の部は、最初の馬場先生の発表から熱が
入りましたが、以上で終わることといたします。 
 
